
     
 

 

かしこく  なかよく  元気よく 
～学び合い、高め合い、ふるさとと共に歩む中和っ子～ 

旭市立中和小学校  令和５年１０月３日  NO．９ 

  

10 月に入りました。朝夕の秋の風が気持ちよく感じられる時期は短く、肌寒く感

じるほどに季節が進んでいます。暑く長い夏の後は、短い秋になるのでしょうか。音

楽に、読書に、運動に、学習にと何をやるにも素晴らしい季節です。低学年からは秋

を感じる童謡「たきび」の歌声が、高学年からは「カントリーロード」の歌声が響い

てきます。10 月 27 日には東総文化会館を会場とした旭市小学校音楽会が 4 年ぶり

に実施予定です。この季節の中で、中和小学校も充実した教育活動が展開されていま

す。この秋も、児童が一回りも二回りも成長してくれることを期待しています。  

 

 

３・４年生は社会科学習、１年生は家庭教育学級親子遠足、５年生は水郷小見川青少

年自然の家での宿泊体験学習と、９月も様々な学習が展開されました。  

 

社会「スーパーマーケットで働く人」の学習で、３年生

は、イオンタウン旭中央店を見学しました。レジの仕事、

品物を並べる仕事、調理をする仕事など、たくさんの人が

働いていること、お客様に喜んでもらえるように様々な工

夫をしていることを学びました。 

この日は、おうちの方から頼まれた「おつかい」もしま

した。５００円で、上手に買い物をすることもできました。 

画面をタッチして支払方法を選択して、現金を支払う。しかし、時代は、キャッシュレス。

実際に現金を扱う機会は今後減っていくのでしょうか。児童の学びも変わっていきそうです。 

 

暮らしの中から出る「ゴミ」。これがどのように処理され

ているか、東総地区クリーンセンターで４年生が学んでき

ました。この清掃工場は、ごみを燃やすのではなく、溶か

して処理する最新式の工場です。ですから、ごみの分別も

「普通ごみ」「資源ごみ」という大きなくくりになったそう

です。職員の方の話を聞いてしっかり学習した４年生は、

見学後の〇✕クイズで全員全問正解という結果を残しまし

た。まさに「百聞は一見にしかず」です。 

職員の方は、以前は穴を開けていたスプレー缶の処理が、穴をあける必要がなくなり、「金

属ごみ」というくくりで処理されることを早く覚えてほしいと力強く話されていました。 

実は夏休み、中和小学校の職員も職員研修としてこの施設を見学しました。教科書よりも

進んだこの施設でごみが溶解処理されることを、教える側の教師が知らないのでは困ります。 

児童も、教師もしっかり学んできました。 

百聞は一見にしかず  

３年生 イオンタウン旭中央店の見学  

４年生 東総地区クリーンセンターの見学  



 

１年生は家庭教育学級の恒例行事、親子遠足でつくば

エキスポセンターと雪印メグミルク野田工場に行きまし

た。エキスポセンターでは、エネルギーや科学の不思議

をたくさん体験したり、サイエンスショーを見学したり

しました。メグミルク工場は、牛乳（ミルク）を通じて

「食の大切さと尊さ」を楽しく学べる工場です。酪農から

食卓まで、牛乳・乳製品がどのようにつくられ、届けられ

るのかという「ミルクのぜんぶ」を楽しく学びました。 

９月１１・１２日の２日間、５年生は宿泊体験学習を実施しました。天候にも恵まれ、カ

ヌー体験、ウォークラリー、野外炊飯などの野外プログラム、七宝焼き体験、ボッチャ体験

などの室内プログラムともに、充実した体験ができました。部屋の中での自由時間、友達と

のお風呂、おいしい食事（バイキング）など、プログラムの外にも宿泊体験学習での初めの

体験がありました。就寝、起床、食事、入浴など、親元を離れて自立した活動ができました。 

また、今回の宿泊体験学習では、萬歳小学校との交流の場を設けました。事前にオンライ

ンでの自己紹介を行った上で、「野外炊飯」のカレーライスづくりの活動を一緒に行いました。 

この体験をもとに、また一つ成長した５年生、今後の活躍が楽しみです。 

コロナ禍で実施できなかった「全校ランチルーム給食」

が、９月から実施できるようになりました。心配していた

天井や壁のカビが夏休み中に除去され、今まで長く希望し

ていたエアコンが配置されたことで、安心して給食を食べ

ることができるようになりました。全校ランチルーム給食

は、中和小学校ならではの教育活動です。全校児童で楽し

く食事をすること、食事のマナーを身に付けること、下級

生の面倒を上級生が自然にみること等、様々な教育的な意

義があります。中和小学校のよき伝統がまた一つ復活できたことを大変うれしく思います。 

学校再編計画が進む中ですが、今、目の前にいる９０名の児童としっかり向き合い、全職

員が協力して「のびゆく中和っ子」を育てていきたいと思います。今後とも、保護者の皆様

のご支援、ご協力をお願いいたします。 

 

１年生 家庭教育学級親子遠足


